







































2009 〜 2010 年頃、複数のインターネット上のブログに、バッサイロンの情報が投稿















そして、≪カナカノ娘≫ 4 で登場し、後に≪ウワドロイ〜≫に続くこと、“ ＥＭ ” とか “ Ｉ







































































































































































































































































































































































が上演された。そのきっかけは、2001（平成 13）年石垣市婦人連合会結成 25 周年記念












（2002 年 12 月 22 日、於：那覇市民会館 
河上美奈子氏提供）



























三線が付点 8 分音符と 16 分音符を組み合わせた 2 拍（いわゆるピョンコ節）、太鼓は４
拍と異なるリズムの単位の組み合わせからなる。そこにのる≪カナカノ娘≫のメロディ
は、歌詞のモーラで区切ると「あかい（3 拍）／たいよーうの（4 拍）／てるなーぎー（3
拍）／さーーーー（4 拍）」と 3 拍と 4 拍からなる複合拍子になっている。さらに、「ステッ
プを踏みながら、腰をポンと叩いて、水平に前にあげた腕にもう片方の腕を振り上げて、









（於：那覇市　2019 年 1 月 6 日　筆者撮影）



















な み の お と を
リー フ に く だ け る




























































































































年松江春次が立ち上げた南洋興発（株）は、その後 10 年間サイパン、テニアンに 16，000
人の日本人移民を送り込んだ。すでに海外移民供出経験があること、人々が甘蔗にも親
しみがあること、「蘇鉄地獄」と呼ばれた人口過密に苦しんでいたことから沖縄県民に
目をつけた（松江 1932，8，23）。サイパン市庁管内では、1936 年には人口 45，227 人のう
















（2016 年 5 月 25 日　於：グアム　小出光氏提供）





における余興芸能として、当時 15 歳の自信氏は 10 人くらいの男性 とともに、初めて「カ
ナカ・ダンス」を演じた。この出し物を発案したのは、第４農場 2 班の班長で鹿児島県
出身のハットリ氏 10 で、指導したのはカロリニアンではなく日本人だった。週３〜 4








年生まれ。以下、銀三氏）であった。1938 年、銀三氏は 14 歳で南洋興発（株）に雇用
されロタ島で勤務したが、1939 年にテニアンでサトウキビ栽培を始めた 11。終戦後、












































入場行進 ≪酋長の娘≫ 歌（元歌≪カナ≪カナカの娘≫ ≪カナカの娘≫ ≪カナカノ娘≫ ≪酋長の娘≫ なし
伴奏楽器 ハーモニカ 三線 ハーモニカ 三線（太鼓・銅鑼） なし カカ（打楽器）
掛け声① レーフ、ライ、 レフ、ライ レフ、ライ エーフライ、右左
ハギジ、ハギジ、
ハイシイシイシ レフト、ライト
掛け声② ファスタイロン バシタイロン ファスタイロン バッサイロン アフタイラン
掛け声③ ファイルストップ オールストップ ？ オブストップ

























演目③ ≪アバイの月≫ ≪ウワトルヒー≫ （≪ゲセメーラ≫）（≪ゲッセメーロン≫） ≪ウワドロ≫
演目④ ≪リーエンナイシー≫ ≪ギダイ≫
≪アフタイラン≫
退場行進 ≪酋長の娘≫ ≪酋長の娘≫ ≪カナカノ娘≫
伴奏楽器 ハーモニカ ハーモニカ
表１　沖縄・小笠原諸島に伝わった行進踊りの音楽表現比較表













































































（2016 年 5 月 25 日　於：グアム　筆者撮影）
写真７　竹富島仲筋南青会によるバッサイロンの仮面






































山口　洋兒  2008 「ウワドロヒー ─ 蘇った 60 年以上前のロタ島での記憶」『ミクロネシ













は、JSPS 科研費 16320117 および 26370101 の助成を受けました。
1  バッサイロンの表記は、歌（歌唱）を指す場合には≪バッサイロン≫とする。
2  新年祝賀会における余興芸能として上演された（2019 年 1 月 6 日）。
3  手稿の忠実な再現を試みた。執筆者の手稿かどうかは不明。なお、「のんびりお正月。たけと
みにっき」および、「バッサイロン［卒たけとみにっき］は、2019 年 12 月 15 日「Yahoo! ブログ」
終了に伴いＷ eb 上から削除された（2020 年 2 月 14 日閲覧）。
4  「カナカ」、「酋長」は差別用語とされるが、本稿では歴史用語として扱う。
5  安藤盛作詞〔読売新聞社編〕、中山晋平作曲、歌：勝太郎（ビクター 52745 − A，1933 年）
6  河上美奈子氏へのインタビュー（2018 年 12 月）。
7  他にも、飯田泰彦氏が東集落で 2008 年頃バッサイロンを習得し、三線伴奏のために工工四を
作成している（同氏へのインタビュー、2018 年 8 月）。












































踊りが用いられていた（高崎喜久雄氏へのインタビュー、2001 年 5 月）。
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